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様式３ 

会   議   録 

会議名 相模原市米軍基地返還促進等市民協議会 平成２９年度実行委員会 

事務局 渉外課 電話０４２－７６９－８２０７（直通） 

開催日時 平成２９年７月１２日（水）午前１０時３０分～１１時１５分 

開催場所 けやき会館５階 大樹の間 

出 

席 

者 

委 員  ５２人（別紙のとおり） 

その他   

事務局   ７人（総務局長、渉外部長、渉外課長、他４人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

 

会議次第 

 

１ 開会            

 

２ 議 題     

（１）役員の改選 

（２）平成２８年度事業報告及び収支決算報告・会計監査報告 

（３）平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

（４）市内基地の動向等  

 

３ 閉会 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

１ 開会 

 加山会長あいさつ 

 

２ 議題 

（１） 役員の改選 

    役員の改選について、事務局から説明を行い、原案のとおり承認された。 

（２） 平成２８年度事業報告及び収支決算報告、会計監査報告 

    平成２８年度の事業報告及び収支決算報告について、事務局から説明ののち、

野村監事より会計監査報告を行い、原案のとおり承認された。 

（３） 平成２９年度事業計画(案)及び収支予算(案) 

 平成２９年度の事業計画案及び収支予算案について、事務局より説明を行い、

原案のとおり承認された。 

（４） 市内基地の動向等 

市内基地における施設整備の状況等について事務局から説明を行った。 

 

○ 座間市が防衛省との覚書の見直しを行ったが、相模原市への影響はあるのか。 

  米軍機の部品等が落下した際の情報提供について、しっかりとした情報開示

をお願いしたい。 

● 座間市の覚書の見直しに伴う本市への影響は特段ない。 

  部品落下等について、一部情報提供が漏れていた事案があったため、今後は

適切に対応したい。 

○ 陸上自衛隊座間駐屯地の改編について、駒門駐屯地から移駐してくる部隊が、

相模原市域にある庁舎等を使用するのか。 

  キャンプ座間での崖崩れについて、恒久的な対応の実施時期はいつなのか。

暫定対応として実施された土嚢の劣化が目立ち、２次被害が心配である。 

  補給廠内に運び込まれているコンテナについて、最近話題となっているヒア

リ等が紛れ込んでいないか心配である。米軍のコンテナは日本の検疫の対象外

であると承知している。セアカゴケグモなどを含め外来種について国に対策を

求めるとともに、市でも基地の周辺における確認作業を行ってもらいたい。 

● 座間駐屯地の改編に関して、駒門駐屯地から移駐してくる部隊が、どの庁舎

等を利用するかなど、具体的な情報は現在までのところ国から提供されていな

い。 

  また、座間駐屯地内において、人員が座間市域と相模原市域にそれぞれどの

ように配置されるかについても示されていない。 
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  崖崩れについては、国において恒久的な対応の実施を検討していると聞いて

いる。また、台風シーズンとなる前に現状の土嚢の対策をすると伺っていると

ころである。 

  外来の動植物については、日本の検疫を受けることになっているが、米軍に

起因するものは検疫の対象外となっている。日米地位協定の改正等の問題にも

なる話となるが、しっかりとした対策を行うべきであると考えている。 

○ 米軍が民間事業者に委託して弾薬を輸送していることが判明したところであ

る。どれくらいの弾薬の量をどこに保管しているのか、市は把握されているの

か。昨年、補給廠内で倉庫爆発もあったことから、弾薬の保管状況を知りたい

と考えている。国や米軍に情報提供を求めてもらいたい。 

● どこに弾薬の倉庫があり、どこに運ばれているものであるか、国においても

把握していないと承知している。可能な限り確認をしていきたいと考えている。 

○ 相模原住宅地区において、基地の返還と道路整備が１０年ほど前に話題とな

ったが、その後、返還等に関する話題がない状況である。現在どのようになっ

ているのか。 

● 市の取組として、老朽化した６５戸の住宅がフェンス際にあり、取り壊した

跡地を道路として利用できないか、国と協議を実施しているところであるが、

国からは住宅を撤去した後にすぐには返還とはならないだろうと聞いている。

しかし、返還４事案については、日米再編の際に当時の防衛施設庁長官から約

束していただいたものであり、是非、進めてもらいたいというのが市の主張で

ある。 

 

３ 閉会 

坂本副会長あいさつ 

 

以 上   

 

 



1 市 長 加 山 俊 夫 ○

2 副 市 長 小 星 敏 行 ○

3 副 市 長 梅 沢 道 雄 ○

4 副 市 長 古 賀 浩 史 ○

5 議 長 沼 倉 孝 太 ×

6 副 議 長 米 山 定 克 ○

7 議 員 阿 部 善 博 ×

8 議 員 大 沢 洋 子 ○

9 議 員 羽 生 田 学 ×

10 議 員 竹 腰 早 苗 ○

11 議 員 田 所 健 太 郎 ×

12 議 員 石 川 達 ×

13 議 員 大 槻 和 弘 ×

14 議 員 南 波 秀 樹 ○

15 議 員 宮 崎 雄 一 郎 ○

16 議 員 渡 部 俊 明 ×

17 議 員 山 口 美 津 夫 ○

18 議 員 鈴 木 晃 地 ×

19 議 員 長谷川 くみ子 ○

20 議 員 山 下 伸 一 郎 ○

21 議 員 松 永 千 賀 子 ×

22 議 員 小 田 貴 久 ×

23 議 員 臼 井 貴 彦 ×

24 議 員 後 田 博 美 ○

25 議 員 小 野 弘 ×

26 議 員 石 川 将 誠 ×

No.

市 議 会

市 議 会
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市 議 会

市 議 会

相 模 原 市

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

相 模 原 市

相 模 原 市

相 模 原 市

出欠

相模原市米軍基地返還促進等市民協議会実行委員名簿

団　体　名 役職名 氏　　名
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No. 出欠団　体　名 役職名 氏　　名

27 議 員 古 内 明 ○

28 議 員 寺 田 弘 子 ×

29 議 員 長 友 義 樹 ×

30 議 員 野 元 好 美 ×

31 議 員 五 十 嵐 千 代 ×

32 議 員 桜 井 は る な ×

33 議 員 関 根 雅 吾 郎 ×

34 議 員 鈴 木 秀 成 ×

35 議 員 西 家 克 己 ○

36 議 員 久 保 田 浩 孝 ×

37 議 員 大 崎 秀 治 ×

38 議 員 小 野 沢 耕 一 ×

39 議 員 中 村 昌 治 ○

40 議 員 須 田 毅 ×

41 議 員 森 繁 之 ×

42 議 員 栗 原 大 ×

43 議 員 岸 浪 孝 志 ○

44 議 員 江 成 直 士 ○

45 議 員 金 子 豊 貴 男 ○

46 議 員 栄 裕 明 ×

47 議 員 加 藤 明 徳 ×

48 議 員 稲 垣 稔 ○

49 議 員 山 岸 一 雄 ○

50
教 育 長
職務代理者

永 井 博 ○

51 教 育 長 野 村 謙 一 ○

52 副 会 長 八 木 健 一 ○

53 副 会 長 竹 内 健 ○

54 会 長 仲 野 洋 樹 ×

55 会 長 石 川 壽 々 子 ×

市 農 業 委 員 会

市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会

相 模 原 ユ ー ス ネ ッ ト ワ ー ク

市地域婦人団体連絡協議会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 教 育 委 員 会

市 教 育 委 員 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会

市 議 会
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No. 出欠団　体　名 役職名 氏　　名

56小 山 地区自治会連合会 会 長 石 井 今 朝 太 ○

57清 新 地区自治会連合会 会 長 田 代 明 寛 ×

58横 山 地区自治会連合会 会 長 吉 田 貴 亮 ○

59中 央 地区自治会連合会 会 長 牛 尾 良 一 ○

60星 が 丘 地区自治会連合会 会 長 竹 田 幹 夫 ○

61光 が 丘 地区自治会連合会 会 長 割 柏 秀 規 ○

62橋 本 地区自治会連合会 会 長 草 野 寛 ○

63大 野 北 地区自治会連合会 会 長 河 本 博 ○

64大 野 中 地区自治会連合会 会 長 森 逸 雄 ○

65大 野 南 地区自治会連合会 会 長 大 木 恵 ○

66大 沢 地区自治会連合会 会 長 中 山 光 明 ○

67田 名 地区自治会連合会 会 長 志 村 勝 美 ○

68上 溝 地区自治会連合会 会 長 小 林 充 明 ○

69麻 溝 地区自治会連合会 会 長 石 井 正 彦 ○

70新 磯 地区自治会連合会 会 長 穂 苅 健 二 ○

71相 模 台 地区自治会連合会 会 長 坂 本 堯 則 ○

72相 武 台 地区自治会連合会 会 長 瀬 尾 守 一 ○

73東 林 地区自治会連合会 会 長 嘉 松 皓 ○

74城 山 地区自治会連合会 会 長 山 下 利 麿 ○

75津 久 井 地区自治会連合会 会 長 落 合 勝 司 ○

76相 模 湖 地区自治会連合会 会 長 森 久 保 眞 二 ○

77藤 野 地区自治会連合会 会 長 森 川 哲 郎 ○

78 専 務 理 事 小 清 水 忠 雄 ×

79
代 表 理 事
組 合 長

加 藤 奉 文 ×

80 会 頭 杉 岡 芳 樹 ×

81 会 長 有 山 英 次 ×

82 会 長 関 戸 昌 邦 ×

相 模 原 商 工 会 議 所

城 山 商 工 会

津 久 井 商 工 会

相 模 原 市 農 業 協 同 組 合

津 久 井 郡 農 業 協 同 組 合
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No. 出欠団　体　名 役職名 氏　　名

83 会 長 山 本 俊 雄 ×

84 会 長 野 﨑 保 巳 ×

85 理 事 小 川 政 義 ○

86 団 長 清 水 映 彦 ×

87 会 長 篠 﨑 栄 治 ○

88 会 長 井 上 政 市 ×

89 会 長 鈴 木 貴 市 ×

90 会 長 井 草 照 夫 ×

91 会 長 平 栗 文 夫 ×

92 書 記 佐 藤 彰 夫 ○

93 副 会 長 関 根 伸 一 ×

94 副 書 記 長 山 本 一 雄 ○

95 議 長 川 﨑 晴 彦 ○

96 会 長 成 川 猛 ○

出席 52名 欠席 44名 委員数 96名 委任状 30名

小田急多摩線延伸促進協議会

市 公 民 館 連 絡 協 議 会

市 戦 没 者 遺 族 会

相 模 湖 商 工 会

藤 野 商 工 会

全 駐 労 さ が み 野 支 部

連合神奈川相模原地域連合

相 模 原 市 消 防 団

相 模 原 市 建 設 業 協 会

相 模 原 交 通 安 全 協 会

相 模 原 南 交 通 安 全 協 会

相 模 原 北 交 通 安 全 協 会

津 久 井 交 通 安 全 協 会

相模原市社 会福 祉協 議会
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